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【背景と目的】α-Cr2O3を反強磁性体として用いた交換磁気異方性膜では，膜面垂直方向の交換磁

気異方性を誘起出来ることと共に，α-Cr2O3の電気磁気効果を利用した電界による交換磁気異方性

の極性反転が可能である．しかしながら，膜面垂直方向の交換磁気異方性と電界による交換磁気

異方性の極性反転を定量的に説明することには至っていない．交換磁気異方性やその電界反転の

定量評価に向けた 1 つのアプローチは，α-Cr2O3の磁気異方性エネルギーと電気磁気効果係数の評

価にあるが，α-Cr2O3は反強磁性体であるため，特に薄膜においては，これらのパラメータの直接

的な評価が困難である．α-Cr2O3の結晶磁気異方性や電気磁気効果は結晶構造と密接に関係してい

るため，α-Cr2O3の結晶構造を，格子定数のみならずイオン位置も含めて明らかにすることで，こ

れらの磁気パラメータに関する知見が得られることが期待され，本研究では，交換磁気異方性の

異なる Pt/Co/α-Cr2O3薄膜に対して，α-Cr2O3層の結晶構造評価を行った． 

【実験方法】試料作製には，反応性 DC マグネトロンスパッタリング装置を用いた．作製した試

料の構成は，Pt(1.0 nm)/Co(0.5 nm)/α-Cr2O3(70 nm)/Pt(0, 20 nm)/α-Al2O3-subs.である．結晶構造評価

は，反射高速電子線回折(RHEED)ならびに，放射光を用いた X 線回折を用いて行った．放射光に

よる X 線回折は，高エネルギー加速器研究機構 フォトンファクトリー BL8A，BL4C により行

われた．磁気特性評価は，磁気光学 Kerr 効果測定，振動試料型磁力計による磁化測定，軟 X 線磁

気円二色性（XMCD）測定により行った．XMCD 測定は，SPring-8 BL25SU により行われた． 

【実験結果】Pt バッファー層の有無によって，交換磁気異方性エネルギーは，0.41 erg/cm2 および，

0.01 erg/cm2 であり，約 40 倍の違いがある．これら 2 種類の薄膜に対して，XMCD シグナルの強

度はほぼ等しく，交換磁気異方性エネルギーの違いは，非補償反強磁性スピン量では説明できな

い．また，Pt バッファー層上の試料に対する電気磁気効果による交換磁気異方性の極性反転に必

要な閾電圧は，バルク α-Cr2O3を用いた系と比較して約 100 倍である．X 線回折法等により，2 種

類の薄膜の α-Cr2O3 層の結晶構造を評価した結果，Cr3+および O2-のイオン位置が異なっているこ

とが明らかになり，イオン位置の変化による α-Cr2O3層の磁気異方性エネルギーの変化が，こうし

た特性の変化と関連していることが示唆される． 
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